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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2017-38040(P2017-38040A)
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  27/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/372    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/374    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   27/14     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    5/335    　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/335    ７２０　
   Ｈ０４Ｎ    5/335    ７４０　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ    7/02     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    7/04     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   17/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月6日(2017.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面及び前記第１面とは反対側の第２面を有し、透光性を有し、複数の貫通孔を有す
るインターポーザ基板と、
　前記インターポーザ基板の前記第１面に対向する位置に配置されるイメージセンサであ
って、前記インターポーザ基板側に複数の光電変換素子が配置される受光面を有し、前記
複数の貫通孔中の貫通電極を介して外部回路に接続されているイメージセンサと、
　前記インターポーザ基板の前記第２面に対向する位置に配置されるレンズユニットとを
備え、
　前記複数の貫通孔は、前記受光面を囲むように配置されているイメージセンサモジュー
ル。
【請求項２】
　前記貫通孔の内壁と前記貫通電極との間に設けられた光吸収層をさらに備える請求項１
に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項３】
　前記レンズユニットは、３本以上の支柱を有し、少なくとも３本の前記支柱は、前記複
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数の貫通孔に挿入されている請求項２に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項４】
　前記レンズユニットは、
　撮像レンズ群、
　前記撮像レンズ群を有する第１ケース、
　及び、複数のバネを介して前記第１ケースと接合されている第２ケースを含み、
　前記第２ケースは、少なくとも３本の前記支柱を有する請求項３に記載のイメージセン
サモジュール。
【請求項５】
　前記第１ケースは、
　前記第１ケースを囲むコイル、
　導電性を有し、前記コイルと接続されている少なくとも２本の前記支柱を有する請求項
４に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項６】
　前記貫通孔中に、コンフォーマル導体を有する請求項５に記載のイメージセンサモジュ
ール。
【請求項７】
　前記光吸収層は、金属である請求項６に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項８】
　前記光吸収層は、黒色樹脂である請求項６に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項９】
　前記インターポーザ基板の両面側において、前記イメージセンサの受光面に対向する領
域に形成された反射防止層を有する請求項１に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項１０】
　前記複数の貫通孔中の電極の前記第１面側の端部が、前記第１面よりも前記イメージセ
ンサ側に位置する請求項１に記載のイメージセンサモジュール。
【請求項１１】
　前記インターポーザ基板は、前記第２面側に、前記複数の貫通電極の側壁を囲む凸部を
有する請求項１０に記載のイメージセンサモジュール。
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